













果」に 1,112 件現れた（閲覧日：2021 年 1 月 17 日）。こういった著作にどんなこと
が書かれているかを知るために、「横浜市立図書館蔵書検索ページ」の「詳細検索」（資
料選択=図書、タイトル=とは何か、出版年月の範囲指定=2020 年 1 月～2020 年 12
月）で現れた著作（50 件）の「要旨」を見てみたところ、たとえば、次のようなもの









































 1 「○○」の概要（本質・意義） 
 2 「○○」の変遷（歴史・展望） 




















































の韻律」、「漢字音」などの意味が生まれたようである（阿久津 2017b: 184-186）。 


















































書類従 第六巻』巻第百廿五「文筆部」内外書籍 1931: 165） 
（26）誦シテ二両京之音韻［漢字音］ヲ一。改ム二三呉之訛響ヲ一。（空海『性霊集』巻
四「為藤真川挙浄豊啓」835 頃）（祖風宣揚会編『弘法大師全集 第三輯』巻





二』東洋文庫 1926: 31 ウ。訓点は、足立喜六訳注『入唐求法巡礼行記 1』平
















































ものだと思われる（阿久津2020c: 11, 22）。 
 ここまで見てきたことを、表1にまとめておく。 
 
表 1 「音韻」の意味 



























    漢字音 
28   音韻学 
17・22 漢字音 
16・23 音韻学 
②（漠然と）言語音をいう。  29・32 音声 
09・10・30・31 
    音節 







































い う え お、か き く け こ、とやうに、経に読み下すを音といひ、あ か 
さ た な は ま や ら わ、い き し ち に ひ み い り ゐ、とやうに、緯
に読み亘すを韻といふ。（大宮宗司『初等教育 日本文典』博文館 1894: 2-4）
（二重線は原文のもの） 
（35）音韻を大別して、清音、鼻音、濁音、半濁音、拗音、促音、引音の七種と
なす。（杉敏介『中等教科 日本文典』文学社 1898: 3）（鼻音：撥音） 
（36）日本語（標準語）の音韻は、次の百三種類である。 
  アイウエオ／カキクケコ キャキュキョ／ガギグゲゴ ギャギュギョ／ 
  サシスセソ シャシュショ／ザジズゼゾ ジャジュジョ／ 
  タチツテト チャチュチョ／ダ  デド／ナニヌネノ ニャニュニョ／ 
  ハヒフヘホ ヒャヒュヒョ／バビブベボ ビャビュビョ／ 
  パピプペポ ピャピュピョ／マミムメモ ミャミュミョ／ヤ ユ ヨ／ 
  ラリルレロ リャリュリョ／ワ／ン（撥音）／ッ（促音）／ー（長音） 





  ［ʃe］「シェ」／［ʒe］「ジェ」／［tʃe］「チェ」／［tsa］「ツァ」／ 
  ［tse］「ツェ」／［tso］「ツォ」／［ti］「ティ」／［di］「ディ」／ 
  ［ɸa］「ファ」／［ɸi］「フィ」／［ɸe］「フェ」／［ɸo］「フォ」／ 
  ［du］「デュ」（沖森卓也「語の構造と分類」沖森卓也編著『語と語彙』朝倉




















ア イ ウ 衣 オ 
カ ○キ ク ○ケ ○コ  
サ シ ス セ ○ソ  
タ チ ツ テ ○ト  
ナ ニ ヌ ネ ○ノ  
ハ ○ヒ フ ○ヘ ホ 
マ ○ミ ム ○メ モ 
ヤ   ユ 江 ○ヨ  
ラ リ ル レ ○ロ  
ワ ヰ   ヱ ヲ 
 あ い う 衣 お 
か き く け こ 
さ し す せ そ 
た ち つ て と 
な に ぬ ね の 
は ひ ふ へ ほ 
ま み む め も 
や ○ ゆ 江 よ 
ら り る れ ろ 
わ ゐ ○ ゑ を 
→ 
あ い う え お 
か き く け こ 
さ し す せ そ 
た ち つ て と 
な に ぬ ね の 
は ひ ふ へ ほ 
ま み む め も 
ら り る れ ろ 
や  ゆ  よ  わ 
きゃ きゅ きょ くゎ 
しゃ しゅ しょ 
ちゃ ちゅ ちょ 
にゃ にゅ にょ 
ひゃ ひゅ ひょ 
みゃ みゅ みょ 
りゃ りゅ りょ 
［濁音・特殊音素は省略されている。「上代」の○は、上代特殊仮名遣いで「二群の仮名を使い分ける音」。］ 































































典』文求堂 1888: 2） 
（43）五十音の変化とは言語を組立つる際其音韻の種々に変化転移するものをい
ふ 即ち左の五種とす／濁音 音便 通音／延約 省略音／是なり（大川真
澄『普通教育 日本文典』吉川半七 1893: 7-8）（通音の例：「父 チ  ヽを てゝ」、











































































（48）音韻（おんいん） 英phoneme，仏 phonème，独Phonem《音韻》 









いては、［中略］C 項と V 項とは、独立の「音韻」たることなく、緊密な相
互依存の関係に立って、あひよりあひたすけつつ「拍」を識別的な項として
機能せしめる同時的な諸契機となってゐるのである。このやうな C 項と V
項、すなはち C ないし V に分属せしめられる諸項は、もし、なづけるなら
ば、「もどきの音韻（pseudophonemes）」である。そして、「拍」が「音韻等
価（phoneme equivalent）」である。（亀井孝「「音韻」の概念は日本語に有


























表 2 現代日本語の音素とその主な異音 
（半母音+）母音
子音・特殊音素 
/a/（ア段） /i/（イ段） /u/（ウ段） /e/（エ段） /o/（オ段） /ja/（-ャ） /ju/（-ュ） /jo/（-ョ） 
/･/（ア行） ［a］ ［i］ ［ɯ~u］ ［e］ ［o］    
/k/（カ行） ［ka］ ［ki̡］ ［kɯ］ ［ke］ ［ko］ ［kʲa］ ［kʲɯ］ ［ko̡］ 
/g/（ガ行） ［ɡa~ɣa~ŋa］ ［ɡi̡~ɣi̡~ŋi̡］ ［ɡɯ~ɣɯ~ŋɯ］ ［ɡe~ɣe~ŋe］ ［ɡo~ɣo~ŋo］ ［ɡa̡~ɣa̡~ŋa̡］ ［ɡʲɯ~ɣ̡ɯ~ŋʲɯ］ ［ɡo̡~ɣ̡o~ŋo̡］ 
/s/（サ行） ［sa］ ［ɕｉ］ ［sɯ］ ［se］ ［so］ ［ɕa］ ［ɕɯ］ ［ɕo］ 
/z/（ザ行） ［dza~za］ ［dʑi~ʑi］ ［dzɯ~zɯ］ ［dze~ze］ ［dzo~zo］ ［dʑa~ʑa］ ［dʑɯ~ʑɯ］ ［dʑo~ʑo］ 
/t/（タ行） ［ta］ ［tɕi］ ［tsɯ］ ［te］ ［to］ ［tɕa］ ［tɕɯ］ ［tɕo］ 
/d/（ダ行） ［da］   ［de］ ［do］    
/n/（ナ行） ［na］ ［ni̡］ ［nɯ］ ［ne］ ［no］ ［nʲa］ ［nʲɯ］ ［no̡］ 
/h/（ハ行） ［ha］ ［çi］ ［ɸɯ］ ［he］ ［ho］ ［ça］ ［çɯ］ ［ço］ 
/b/（バ行） ［ba~ßa］ ［bi̡~ßi̡］ ［bɯ~ßɯ］ ［be~ße］ ［bo~ßo］ ［ba̡~ßʲa］ ［bʲɯ~ßʲɯ］ ［bo̡~ßo̡］ 
/p/（パ行） ［pa］ ［pi̡］ ［pɯ］ ［pe］ ［po］ ［pa̡］ ［pʲɯ］ ［po̡］ 
/m/（マ行） ［ma］ ［mi̡］ ［mɯ］ ［me］ ［mo］ ［ma̡］ ［mʲɯ］ ［mo̡］ 
/j/（ヤ行） ［ja］  ［jɯ］  ［jo］    
/r/（ラ行） ［ɾa］ ［ɾ̡i］ ［ɾɯ］ ［ɾo］ ［ɾo］ ［ɾ̡a］ ［ɾ̡ɯ］ ［ɾ̡o］ 
/w/（ワ行） ［wa］        
/N/（撥音） ［mˑ］［nˑ］［ŋˑ］［ɴˑ］［Ṽ.］など        
/Q/（促音） ［pˑ̚ ］［tˑ̚ ］［kˑ̚ ］［sˑ］など        














り、「音声レベルの発音」は「うまい発音」ということになる（黒田 2004: 120-121）。 
（51）Different sounds which belong to one phoneme do not distinguish one 
word of a language from another; failure on the part of the foreigner to 
distinguish such sounds may cause him to speak with a foreign accent, but 




ない。］（Jones, Daniel. An Outline of English Phonetics (Ninth Edition), 







的特徴）｛例：［b］ +前方、-舌頂、+有声、-継続、-鼻音など（柴谷ほか 1981: 320）｝
が分析・記述に用いられる（太田 2005: 17-18）。しかし、その場合でも、（便宜的に）
「何らかの音韻的最小機能単位を認め、それによって音形を表示する点は共通してい
る」（上野 2004: 227）。たとえば、53 のように、音韻派生における「基底形」（52 参
照）を、「音素の連鎖」として、これを音韻表示と見ることもできるだろう。 






（ｱ）A→B / X＿Y 
  （XとYに挟まれた環境でA がB に変わる） 
（ｲ）基底形 →（規則）→ 表層形 
（窪薗晴夫「音韻論概論」西原哲雄・那須川訓也編『音韻理論ハンドブック』






can’t の基底形は /kænt/ で、その音声形は［kʰæ̃nt］である（［ʰ］は気息音
であることを示し、［ ̃］は鼻音性を表す）。この場合、基底形の /kænt/ が
入力（input）で、その入力に音韻規則（phonological rule）が適応されて音
声形の［kʰæ̃nt］が出力（output）として得られると考える。（島岡丘･佐藤










（言語学的な）音声研究が始まったようである。Oxford English Dictionary（OED 
Third Edition, March 2006.）によれば、phonologyの本来の意味は、“the science of 







































































   （ｲ）a.［k］→［ɡ］やま+くち → やまぐち（山口） 
     b.［s］→［z］みや+さき → みやざき（宮崎） 
     c.［t］→［d］たか+た → たかだ（高田） 
     d.［h］→［b］ち+は → ちば（千葉） 
   （ｳ）a. くち～ぐち（口） b. さき～ざき（崎） 







 /sin+te/ 鼻音の直後には有声音が現れる 有声・無声の入力形式の保持  
☞［ʃinde］  *  
 ［ʃinte］ *!   
［* は「制約違反」、*! は「致命的な制約違反」、☞ は「最適な出力形式」。番号は省略。］ 
（浅野真紀子「音韻論比較」南雅彦編『言語学と日本語教育Ⅴ』くろしお出









































































と比べると、表 3 のようにまとめられる（例は、北京大学 2004: 133、林・王 1992: 
201、大島 2011: 122-123、王 1960: 54 などによる）。 
 
表 3 音素・基底形・音類 
















      （斉歯呼・撮口呼の前で）［tɕ］ 
｛蘇州（呉方言）で｝  ［k］ 
｛厦門（閩方言）で｝  ［k］ 
｛広東（粤方言）で｝  ［k ( )̫］ 
｛梅県（客家方言）で｝ ［k (u)］ 
［tɕ］の音韻論的解釈については、ほかに、/tʂ/、/ts/、/tɕ/ という説がある。 
「見母（牙音・清）」は、声母の音類の1つ（59参照）。 


























 ［清］ ［次清］ ［濁］ ［清濁］ ［清］ ［次清］ ［濁］ ［清濁］ ［清］ ［次清］ ［濁］ ［清濁］ ［清］ ［次清］ ［濁］ ［清］ ［濁］ ［清］ ［濁］ ［清］ ［清濁］ ［清濁］ ［清濁］ 
 見 渓 群 疑 端 透 定 泥 幫 滂 並 明 精 清 従 心 邪 暁 匣 影 喩 来  
 k k  ̒ ɡ ŋ t t  ̒ d n p p  ̒ b m ts ts  ̒ dz s z h ɦ ʔ j l  
  舌頭 重唇 ［歯頭］    
        
  知 徹 澄 娘 非 敷 奉 微 照 穿 牀 審 禅   日 
  ʈ ʈ̒  ɖ ɳ f f  ̒ v ɱ ［正歯］   ɲ 
-20- 
 
  舌上 軽唇 〔荘 初 崇 生（俟）〕    
    tʂ tʂ̒  dʐ ʂ ʐ    
    〔章 昌 船 書（常）〕    
    tɕ tɕ̒  dʑ ɕ ʑ    
        
 牙 音 舌 音 唇 音 歯 音 喉 音 半舌 半歯 
呉音 カ カ ガ ガ タ タ ダ ナ ハ ハ バ マ サ サ ザ サ ザ カ ガ ア ヤ ラ ナ 
漢音 カ カ カ ガ タ タ タ ダ ハ ハ ハ バ サ サ サ サ サ カ カ ア ヤ ラ ザ 
［清音は無気無声音、次清音は有気無声音（  ̒は有気を表す）、濁音は有声音、清濁音は鼻音など。 
片仮名は、呉音・漢音の（主な）行を表す（半歯音は、「ニャ」・「ジャ」を改めた）。 
上には「ワ」がないが、ワ行音は、「匣」（呉音のみ）・「影」・「喩」に現れる。］ 






である（平山 1967: 130）。一般には 16 摂（16 分類）が使われることが多いが、ここ
では、それをさらにまとめた 14 摂を挙げる。日本漢字音の漢音形も、合わせて載せて
おく（表 4）（望月 1982: 968、沖森 2015: 37 などによる）。 
 




- -i -u -m -n -ŋ 
入声 
-p -t -k 
























○ア ･○ヤ  ○ア イ･○エ イ ○ア ウ･○エ ウ ○ア ン･○エ ン ○ア ン･○エ ン ○ア ウ･○エ イ ○ア ウ･○ヤ ウ ○ア フ･○エ フ ○ア ツ･○エ ツ ○ア ク･○エ キ ○ア ク･○ヤ ク 
























○オ ･○ウ ･○ユ ･○ヨ  ○イ ･○ウ イ 
 





○ウ ン･○ユ ン 







○ウ ツ･○ユ ツ 
○オ ク･○ヨ ク 
 
○オ ク･○イ ク･○ウ
ク･○ユ ク･○ヨ ク 
（古句） （気水） （走九） （音今） （村近） （能乗） （工中） （急習） （骨一） （特食） （読育） 
16摂の場合、果摂が果摂と仮摂とに、宕摂が宕摂と江摂とに分かれる。 
音声記号は、中古音の音類としての、ごく大まかな推定音値を示す。（ ）内は例字。 








































［清･次清］ ［濁･清濁］ ［清･次清］ ［清濁］ ［濁］ ［清･次清］ ［濁･清濁］ ［清･次清］ ［清･次清］ ［清濁］ ［濁］ 
北方方言 北京 陰平55 陽平35 上声214 去声51 ［陰平・陽平・上声・去声］ 4 
呉方言 蘇州 陰平44 陽平24 上声52 ［陽去］ 陰去412 陽去31 陰入4 陽入23 7 
湘方言 長沙 陰平33 陽平13 上声41 ［陽去］ 陰去55 陽去21 入声24 6 
贛方言 南昌 陰平42 陽平24 上声213 ［陽去］ 陰去45 陽去21 陰入5 陽入21 7 
客家話 梅県 陰平44 陽平11 上声31 去声52 陰入1 陽入5 6 
閩方言 廈門 陰平55 陽平24 上声51 ［陽去］ 陰去11 陽去33 陰入32 陽入5 7 
粤方言 広州 
陰平53 
















の群が、一類をなして、A 方言ではそろってA の型に属しており、B 方言ではそろっ
て B の型に属しているという事実がある。」、「アクセントというものは、ある型に変
化が起こるときは、その型に属する語は、全部揃って同じ方向に変化すると考えられ











いるかを示してみる（表 5）（阿久津 2017a: 100による）。 
 表 5から、中古音の濁音は、日本漢字音では、呉音形に濁音として現れ、現代中国
語（北方方言）では、声調に第 2声・第 4声として現れていることがわかる（ただし、





























  60字（11%） 
 濁音形（呉音）のみ 
  164字（31%） 
 清音形（漢音）のみ 
  287字（54%） 

































明母 マ行音 バ行音 
 両音形（呉音・漢音） 
  28字（17%） 
 鼻音形（呉音）のみ 
  68字（41%） 
 濁音形（漢音）のみ 
  57字（34%） 
































月を要し、今日では 30 数部に区分されるように」なっている（藤堂 1967: 42）。上古









の韻母にほぼ対応する｝。表 6 に、王力の 29 部、中古音の 14 摂、『中原音韻』の 19
韻部、現代の「十三轍」（13 韻部）を並べて挙げておく（望月 1982: 966, 977、王1972: 
70, 166、藤堂 1967: 51、藤堂 1980: 109-111, 301 などによる）。 
 









魚 a 支 e 之 ə  果 a 遇 ə  家麻 a 歌戈 
車遮 
ə 魚模 u 
y 
 麻沙 a ㄚ 梭波 ə ㄛ 
 ㄜ 
姑蘇 u ㄨ 
衣期 y ㄩ 
i 一 
ï 
支思 ï 乜斜 ɛ ㄝ 
歌 ai 脂 ei 微 əi  蟹 ai 止 əi  皆来 ai 斉微 əi  i  懐来 ai ㄞ 灰堆 əi ㄟ   
    
侯 o 宵 au 幽 əu  効 au 流 əu  蕭豪 au 尤侯 əu  
 
  遙迢 au ㄠ 由求 əu ㄡ 
談 am ─  侵 əm  咸 am 深 əm  監咸 
廉繊 
am 侵尋 əm  言前 an ㄢ 人辰 ən ㄣ 
元 an 真 en 文 ən  山 an 臻 ən  寒山 
桓歓 
先天 
an 真文 ən  
陽 aŋ 耕 eŋ 蒸 əŋ  梗 aŋ 曽 əŋ  江陽 aŋ 庚青 
東鍾 
əŋ  江陽 aŋ ㄤ 中東 əŋ ㄥ 
東 oŋ ─  ─   宕 aɴ 通 əɴ   
葉 ap ─  緝 əp  咸 ap 深 əp              
月 at 質 et 物 ət  山 at 臻 ət              
鐸 ak 錫 ek 職 ək  梗 ak 曽 ək              




 宕 aq 通 əq              





























 旧典範［伝統音韻学］ 新典範［現代音韻学］ 
















観点 歴時［通時］ 泛時（共時+歴時）［汎時（共時+通時）］ 
符号 漢字［漢字］ 国際音標［国際音声記号］ 
（王松木「金針如何度与人?：論声韻学之課程設計与教材教法」中華民国声韻






2 分する段階｛漢字 1 字の音を、声母と韻母に分けて、漢字 2 字で表す方法をとる段
階（これを「反切」という。例：「東」t uɴ =「徳紅」tək + ɣuɴ）｝から、3分段階→4
分段階→5分段階へと進んだ（62）。 
（62） 
 ［反切時期］  ［韻書時期］  ［等韻学成立の時期］  
字： 声-韻 
 調  調  
 声 韻  声 介 韻  
          
 ［明 清 時 期］  
字： 
調  調  
声 
韻 或 声 韻  





韻母のうちの iが「介音」（韻頭）、aが「韻腹」、nが「韻尾」、 ̀で表される下降調が「声調」となる。］ 
（施向東「等韻学与音位学」中国音韻学研究会編『中国音韻学』南京大学























見られるようである（阿久津 2020b: 2）。 
 
表 7 音韻の基本的単位とその背景にある体系や構造 
領域 基本的単位 背景にある体系や構造 
日本語学 モーラ 五十音図 
言語学（音韻論） 音素論 音素 音素の体系（構造） 
 生成音韻論 弁別素性 音韻規則 
 最適性理論  普遍的な制約 
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